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1 はじめに

三次元モデルは近年,製品設計・シミュレーション・映画など

様々な用途に活用され需要が高まっているが,製作には専門知識

が必要とされる. そこで, 本研究では三次元モデルを要約文から

生成することで,技術の無い人でも容易に利用できるようにする

ことを目的とする.

2 提案手法

要約文を元にした画像生成モデルと画像を元にした三次元モ

デル生成モデルを,要約文のみの入力で三次元モデルを製作する

という目的で組み合わせる. 三次元モデルとして生成したい対象

物の特徴を表す要約文を画像生成モデルに入力する. その後, 生

成された画像を三次元モデル生成モデルに入力し,対象物の三次

元モデリングを実現させるという方針である.

2.1 要約文を元にした画像生成

要約文から画像生成を行うモデルとして,Attentional Gen-

erative Adversarial Networks(以下 AttnGAN)[1]を用いる.At-

tnGAN とは Tao Xu らによって提案されたキャプションから

画像を生成するモデルであり, 対象物の細かい部分まで再現可能

な Text-to-Imageの生成モデルとなっている.

2.2 画像を元にした三次元モデル生成

画像から三次元モデル生成を行うモデルとして Category-

Specific Mesh Reconstruction（以下 CMR)[2] を用いる.CMR

は一枚の画像から物体の 3D 形状・カメラポジション・テクス

チャを生成するための学習モデルである.生成される 3Dモデル

は球体メッシュを変形させていくことで生成しているが, この

CMRの大きな特徴として,学習時に対象物を限定することでよ

り高精度な 3Dモデルの生成が可能となっている.

3 計算機シミュレーション

生成された三次元モデルの要約文からの再現度を測定するた

めにシミュレーションを行う。

3.1 使用データセット

本シミュレーションで用いるデータセットを表 1に示す.
表 1 データセット

目的 名称

画像生成
Calech-UCSD Birds-200-2011[3]

Microsoft COCODataset[4]

3Dモデル生成 Calech-UCSD Birds-200-2011

3.2 シミュレーション方法

次に, 鳥の画像, その画像を見た状態で特徴を表現する文を生

成する. 文章を入力として三次元モデルを生成した後, モデルの

画像と鳥の画像についてヒストグラム比較を行い,文章からの生

成の再現度を評価する.また,比較対照として,モデルの画像と別

種の鳥の画像についてもヒストグラム比較を行う.

3.3 シミュレーション結果

本シミュレーションで実際に得られた三次元モデルの一例を

以下に示す.図 1,2は使用した鳥の画像,図 4は図 1から生成し

た要約文,図 3は要約文から生成された三次元モデルである.ま

た,表 2は比較結果である.一致度の値は-1～1であり,大きいほ

ど類似度が高いことを示す.

表 2より,約 0.79と高い一致度が得られた.しかし,図 3の生

成された三次元モデルの画像を見ると,全体的なフォルムや大ま

かな色は再現できているが,細かい部分,特にくちばしや足の先,

体の模様は再現できていない. 改善策として, 三次元モデルの頂

点数を増加させるといった方法があげられる.

図 1 対象の鳥の画像 図 2 別種の鳥の画像

図 3 生成された三次元モデルの画像� �
round body, white body, long beak, black head� �

図 4 図 1に対する要約文

表 2 類似度の比較結果

ヒストグラム比較による一致度（-1∼1）

対象の鳥画像 0.79

別種の鳥画像 -0.073

4 おわりに

今後の課題としては, 要約文に忠実な三次元モデルを生成で

きるよう,CMR の入力として適した画像を生成できる画像生成

モデルの選択, 頂点数の増加の実現があげられる. また, データ

セットには対象物と同じカテゴリの画像を用いており,三次元モ

デルデータは不要であるため鳥以外の三次元モデルの生成にも

容易に対応可能である.そのため,今後の展望としては車・家具・

家といった製品設計の際に活用などへとつなげたい.
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